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教員養成課程の学生における食意識と食行動

―食指導能力の育成を目指して一

fitrE+

Survey ofDietary Consciousness and Habits among Students in Primary School Teacher

Training Course : Improving Dietary Education Skills
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1 はじめに

近年,中食・外食の利用拡大などにより,家庭にお

ける食スタイルが変化している。単身世帯の増加,女

性の社会進出,高齢化社会の進展などの社会動態面の

変化は,家事時間の短縮や家庭における調理行為その

ものの減少をもたらす 。か。こうした生活様式や調

理形態の変化は,食への関心の低下につながると考え

られる。豊満ら うは,加工食品の開発や流通,調理

操作の容易化などによる調理技術・知識の低下,お よ

び,行き過ぎた調理の簡便化の進行に対して懸念が生

じているとしている。その傾向は年代が下がるにつれ

て強まると思われ,山 口ら 。は学生における調理経

験や食品や料理に対する知識の減少を指摘している。

学校教育においては,調理に関する学習は家庭科にお

いて行われるが,平成 10年・20年の学習指導要領改

訂により授業時数が減少し,調理の知識・技能習得の

ための十分な学習ができない状況が生じている 。。

国立教育政策研究所が平成 19年に行つた「特定の課

題に関する調査 (技術・家庭)」 においても,食生活

に関する知識や技能が十分に定着していないことが示

されている 。。学校における食育推進のため,小・

中学校の学習指導要領 (平成 20年)においては,そ

の総則に「学校における食育の推進」が盛り込まれ ,

食に関する指導の手引き つには,食に関する指導の

目標として「食事の重要性,心身の健康,食品を選択

する能力,感謝の心,社会性,食文化」の 6つが掲げ

られているが,十分な学摺が行えていないのが現状で

ある。。

一方,我が国においては,食品の調理操作として煮

る,焼く,揚げるなど多様な方法があり,加熱器具に

おいてもガスコンロ,IHク ッキングヒーターなど多

岐に渡る。こうした調理に関する知識と技能を習得す

ることは,健やかな生活を送る上で,かつ,調理技術

をはじめとする調理文化の伝承の面で重要である。特

に若年期における調理に関する知識や技能の習得は,

現在および将来の食生活,ひいては次世代の食生活の

あり方に大きな影響を及ぼすと考えられる。

調理に関する知識や技能の習得不足や, 日常におけ

る調理機会の減少は,将来子どもの教育を担う教育学

部学生についても同様の状況にあると考えられる。教

員養成課程で学ぶ学生については,大学生活の中で食

に関する資質を身につけておくことにより,教員にな

った際に充実した食育指導が可能となると考えられる。

そのため,自 らの食の状況を認識・改善すると共に食

に関する能力を向上させる姿勢が求められる。

そこで本研究では,食育の観点から教員を目指す大

学生について家庭における調理状況や外部依存の程度

を調査し,食意識や食行動を明らかにした。

また,調理においては食品の選択・調理操作・盛り

付け・供食まで,一連の流れの中で考える必要がある
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い。近年,中食においては利用者の利便性と中食利用

の促進を狙つて,利用者が食器に移さず食せるように

販売時の容器のまま食卓に供することができるような

パッケージデザインが増えている。これについては後

片付けが不要といつたメリットがある一方で,食卓全

体のバランス,すなわち,他の食器類との調和や食卓

環境の雰囲気を乱す恐れがあり,食への関心の低下に

も影響を及ぼすと考えられる。そこで,料理の食卓ヘ

の供し方についても検討した。

本研究結果をもとに,食に対する意識や行動を認

識・変容させ,調理機会の増加や実践力の育成にむけ

た食育プログラム構築の一助としたい。

2 方法

(1)食事摂取および調理状況に関する調査

調査期間は 2011年 5月 ,調査対象は本学教育学部

学生 2年生である (男子 140人 ,女子 148人,有効回

収率・回答率 1∞%)。 本稿では,以下「大学生」と

記述する。調査対象者の属性は,自 宅生 264%(男
子 29人,女子 47人),寮生 83%(男子 15人,女
子 9人),下宿生 65.3%(男子 96人 ,女子 92人 )

であつた。本稿では,下宿生・寮生を合わせて分析を

行うとともに「下宿生」と表記する。また,静岡県内

出身者は 65.4%,静岡県外出身者は 346%であった。

調査は質問紙法で行い,無記名・自己記入式とした。

小学校教員免許取得に要する必修科日である「家庭科

教育法 1」 の授業前に質問紙を配布した。尚,調査実

施前・実施中は食物に関する授業を行わなかつた。

得られた結果の有意差分析は, χ
2検定,独立性の

検定,コルモゴロフ・スミルノフの検定を用いた。

1)食事の怪取状況および調理状況

連続した 6日 間について食事の摂取状況と調理状況

を検討した。内訳は,学校の授業のある平日4日 間と

休 日 (土 日)2日 間で,調査においては 1食 ごとに

「自分で作つたものを食べた」「家人が作つたものを

食べた」「中食または外食を利用した」「食べなかつ

たJから選択してもらつた。 「自分で作つた」「家人

が作つた」は内食にあたるが,下宿生の場合,調理者

は下宿生本人,自 宅生の場合は大半が母親であつた。

2)調理操作の憲産における利用状況

学生の生活スタイル (居住形態など)が家庭での調

理に及ぼす影響を調べるために,調理操作の利用状況

を検討した。加えて,加工食品の普及が家庭での調理

に及ぼす影響を調べるために,中食および外食の利用

状況についても検討した。中食は,農林水産省 りに

おける中食の定義と種類 (持ち帰り弁当,そ う菜等そ

のまま食事として食べることのできる状態に調理され

たものを家庭などに持ち帰つて利用するもの)に基づ

き,調理冷凍食品, レトル ト食品などの高次調理食品

は中食利用の対象からは除外した。

調査対象とする料理の選別方法であるが,まず,食

物に関する知識をある程度もつ家庭科専修生 4年生

10名 (自 宅生 5名 ,下宿生 5名 )に,自 宅でよく作

られている料理,大学生が一人で作ることのできる料

理をできる限り列挙してもらつた。次に, 自宅・下宿

などの調理環境に関わらず作ることができる料理,か
つ, 自分で作ることも店頭で購入することもできる料

理を選別した。併せて,「 (2)教科書分析」の結果

を参考に小・中・高校の家庭科での履修状況を確認し

た。さらに,調理操作別 (生・ゆでる・煮る・炒め

る。焼く・揚げる)に料理を分類し,利用状況を検討

した。調査した料理は,「洗 う,切る」は野菜サラ

グ・刺身,「ゆでる」はおひたし。自和え・ごま和え,

「煮る」はおでん・筑前煮・ひしき ,おから, r炒め

る」はさんぴらごぼう,「焼く」は焼き鳥,「揚げ

る」はコロック・唐揚げ・天ぶらであり,米料理とし

て巻き寿司・にぎり寿司・ちらし寿司を検討した。

各料理に対して,「ほとんど家で作る」「たまに買

うが家でも作る」「買つて食べることが多いJ「この

料理自体を食べない」「この料理を知らないJの中か

ら選択してもらった。本稿では,こ れらを r作 る」

「たまに買うが作る」「買う」「食べない」「知らな

い」と路記し,前者 3つを摂取群,後者 2つを非摂取

群として分析した。また,「作る」「たまに買うが作

る」を合わせて家庭内調理 (内食),「買う」 を中食

として表記した。尚, 自宅生における「作る」「たま

に買うが作るJ場合の調理者は家人によるものである。

(2)調理操作に関する教科書分析

学校で習得する調理操作やその内容を明らかにする

ために,小・中学校の家庭科の教科書を検討した。

調査対象者は,平成 10年改訂の学習指導要領 (以

下,旧学習指導要領と記す)Ю)n)に則 り,小・ 中学

校で家庭科を履修している。そこで,調査対象者が用
｀

いた家庭科の教科書 (小学校 2冊 2)・),中学校 2冊

`)6))を 分析対象とした。分析においては,まず,

旧学習指導要領について調理に関する記述を調査し,

その内容に照らし合わせて,教科書における調理操作

の種類,それを用いた料理の種類と調理手順を検討し

た。調査手順の記述の特徴により,文章による説明と,

調理過程と出来上がりに絵や写真の記載があるものは

◎,文章による説明があるものは○ (写真は出来上が

りのみ),調理手順の記述はないが献立名と写真 (ま

たは絵)があるものは△,写真または献立名のみのも

のは*の 4つに分類した。数値は記載されている献立

の数を表す。小学校の結果は表 1,中学校の結果は表

2に示した。

3 結果および考察

(1)大学生における食事の摂取および調理状況
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表 1 翻理操作に関する教科書分析 (小学校 r家庭J)● 0

田理事頑の,述の特徴により 来奉による説明以外に嗣理週雹 IIメ上が,に綸や写■があるものは◎ 文摯による讀llが あるものはOCス は出来上がりのつ

“

選手順゛静総はないが献,4と
'■

(睾 たはい があるものは△,4ま たは就立名のみは*と し 4つに

'颯
した。 ()内の数殖は 昼曖歌をネt.

躙理されたま立のみを分析し 食品 (例 :たまご トマトなど)はMした.

む 奥体的な口■■奮々 が掲0されていないものは 〈 )で示した

1)居住形態の相違が食事の摂取に及ぼす影響

居住形態による食事の摂取状況の相違を検討 した

(図 1)。 「自分が作ったものを食べた」「家人が作

ったものを食べた」「中食または外食を利用した」を

摂取群,「食べなかつた」を非摂取群として分析した。

まず男子であるが,自 宅生と下宿生では平日・休日

の朝食,休 日の夕食に相違が見られた。朝食摂取群は,

平日・休日とも自宅生が下宿生より有意に高く lpく

001),下宿生においては摂取群より非摂取群が多か

った (休 日 :クく001)。 休日の夕食摂取群は,自 宅

生の方が少なかつた (ρ<01)。 学校の有無が食事摂

取に及ぼす影響をみると, 自宅生の朝食摂取は変化せ

ず,昼食・夕食は休日に摂取群が減少した (昼食 :p

<01,夕 食 :ρ <005)。 下宿生は夕食に変化はなく,

朝食と昼食の摂取群は休日に減少した lpく 001)。

次に女子であるが,平日・休 日に関わらず,自 宅

生・下宿生とも摂取群が非摂取群より高く,朝食のみ

両者に相違が見られ,平 日・休日ともに自宅生が高か

った (pく 001)。 学校との摂取の関連について, 自

宅生・下宿生とも摂取群は減少傾向にあり,自 宅生は

朝食 (p<001)。 下宿生は朝食・昼食の摂取群が低

かった (朝食 :p<001,昼食 :ρ<005)。
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表2 購理操作に関する教科書分析 (中学校 r技術・家庭 (蜜度分野)J)・l"
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国民健康・栄養調査 郷)に よれば,習慣的に朝食をほ

とんど食べない人は男女とも20代 (男性 210%,女

性 143%)の比率が高く,朝食の欠食率 (日 曜・祝

日を除く特定の 1日 の調査)は 20代男子 297%,女

子 286%,本調査の下宿生はこれより高かつた。

また,平 日・休日とも朝食を全食摂取していたのは,

自宅生は男子 48.3%,女子 44.7%,下 宿生は男子

12.6%,女 子 248%(p<005)であり,下宿生は自

宅生に比べて低かつた (pく 001)。 昼食・夕食は,

居住形態・性別間の相違が見られなかつた。

以上より,居住形態の相違が食事摂取に及ぼす影響

として最も大きいのは朝食であり,規則的な朝食摂取

は自宅生で高く,下宿生で低いといえる。大学生の食

事に関する調査はいろいろ行われているが 1つ 20),対

象として女子が多く,男子の調査はあまり行われてい

ないのが現状である,また,調査は特定の 1日 や思い

出し調査が多く,国民栄養調査 Ю)をはじめ,一般に

休日は除外されている。本調査は,連続した生活の中

での食の実態と,平日と休日の食のあり方を示すもの

であり,学生自身による食の見直しの一助とすること

ができるといえる。

2)居住形態の相違が調理状況に及ぼす影響

日常の調理状況を把握するために,調理の有無を検

討した (図 1)。 「自分で作うて食べた」を調理群 ,

「家人が作つたものを食べた」「中食または外食を利

用した」を非調理群として分析した。

自宅生については,男女とも主たる調理者は母親で

あり,学生自身は全く調理を行わないか,あるいは調
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男子 〈自

男子 (下

女子 (自

女子

男子 (自

男子

女子 (自

好

男子 (自

男子

女子 (自 宅)

女子 (下宿〕

図

国

□

理補助程度 (盛 り付けなど)であつた。

下宿生の調理群と非調理群を比較すると,男子では

全ての食事について非調理群が高く (ρ<0.01),中

食や外食の依存割合が高いといえる。平日と休 日では

昼食に相違が見られ,両 日とも非調理群が高かつたが,

休 日は調理群が平 日より有意に増加 した (ρ <0.01)。

女子では,平 日の朝食・昼食は非調理群 (昼食 :ρ<

0,01),夕 食は調理群が高かつた (ρ<0.01)。 休 日

は,朝食 と夕食は調理群,昼食は非調理群が高かつた

(朝食 :β <0。 1,昼食・夕食 :ρ <0,01)。 平 日と休

日では朝食と昼食に変化が見られ,朝食について平日

は非調理群,休 日は調理群が高く (p<0.1),昼食の

調理群は休 日に増加 した (ρ <0.01)。 これ らは,体

日は時間の余裕があることによるものと考えられる。

以上より,非調理群の割合が多いのは昼食であつた。

また,休 日には昼食においても調理群が増えたが,下

宿生でその傾向が顕著であつた。

(2)調理操作の家庭における利用状況

調理操作には,一次的に行われる単位操作 (食品を

洗 う・切るなど)と ,最終的に出来上がった料理の価

値を左右するカロ熱操作 (煮 る 。焼 くなど)がある a)。

これら調理操作は主に小・中・高校の家庭科で習得さ

れるものである。そこで,家庭における調理操作の利

用状況を検討 した。

”
　
　
　
　

　
　
　
　

“

１

　

１

１

　

　

　

“

覇椰
□ 自分が作った 、ヽのを食べた □ 棄人が作っが 、のを食べた □ 中食または外資を利用した ■ 食べなかった

図 1 大学生 における食事の摂取状況 と調理状況

男子 (自 宅生29人 ,下宿生111人),女子 (自 宅生17人 ,下宿生101人 )について,朝食・昼食 '夕 食の摂取の有無

とその調理状態を検討した。調査は平日4日 間,休日2日 間について行つた。居住形態や性別間の相違は,独立性の

検定,お よびコルモゴロフ・スミルノフの検定を用いた。

L, A, a*?fa il a*{rf i {r#!i,{F6 EIF€ (*{5 : &rr#!r
l?)frH E t6&.A4/Jvr ! : o'6iEah 6 /r!.

図2 調理操作「洗う,切 る」の家庭における利用状況

居住形態や性

"1間

の相連は,独立性の検定,およびコルモゴロフ・スミルノフの検定を用いた
(キ ,く 0.05, 将 pく 0.01)。

肝曖　”睛　好餞　好輛

”ω　肝ｍ　好的　好ｍ

1)洗 う,切る

調理では,準備の操作 (洗 う,切る,あ く抜きする

など)に次いで,主の操作 (煮る,調味するなど),

仕上げの操作 (盛付け,配膳など)力 行`われる。準備

の操作は主の操作になることがあり,刺身は「切る」

ことが主の操作になる 2)。 ここでは,準備の操作で

あり主の操作でもある「洗 う,切る」を利用した料理

について検討 した (図 2)。

①野菜サラダ

摂取群の割合は,自 宅生は男女とも 100%であった

が,下宿生男子は約 1割が摂取 していなかった。女子

は居住形態による差異は見られなかった。

調理状況について,自 宅生は男女とも約 7割が 「作

る」としており,「たまに買 うが作る」と合わせると,

男子は 100%,女子は 96%が家で調理 していた。下宿

生は男女間で異な り (ρ <0.05),男子は 「作る」

「たまに買 うが作る」「買 う」が各々約 3割であつた

のに対 し,女子は約 9割が家で調理 していた。自宅生

男子を除いて「買う」とい う回答が見られたが,これ

は昼食など学校で食べることが多いため,生協などで

購入 していると考えられる。特に,男子下宿生はその

割合が高く (30。 6%),自 宅生や女子下宿生に比べて

有意に高かった (ρ<0.01)。 以上より,本料理のよ

うに加熱を伴わない簡単な調理の場合,女子では利用

状況に対 して居住形態による相違はないが,男子では
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おひたしくゆでる.調味する)

相違があり,下宿生では中食利用が増えるといえる。

②刺身

摂取群は,自 宅生は 9割以上,下宿生は約 6割で,

両者に相違が見られた (ρ<0.01)。 刺身の価格は比

較的高いため,自 ら家計を調整する下宿生には利用し

にくいこと,また,刺身は鮮度が重要であり, 日持ち

しない刺身の購入自体が敬遠 されていると考えられる。

利用状況は,居住形態・性別に関わらず 「買 う」が

多かつた (自 宅生 7割以上,下宿生約 6割 )。 「切

る」は比較的簡単な操作であるが,刺身の場合,魚の

種類や鮮度に合わせた切 り方や調理道具が必要である。

そのため,魚を買つてきて家でおろして「切る」とい

う調理操作を行 うよりも,すでに加工調理されたもの

を購入することが多いといえる。

2)煮る・ゆでる

「煮る」「ゆでる」は,いずれも沸騰水中で加熱す

る操作であるが,前者が調味を伴 う主の操作であるの

に対 し,後者は食品組織の軟化,緑食野菜の色どめ,

あく成分除去,タ ンパク質凝固などの目的で行われる

下処理 (準備の操作)である 2)。 ここでは,ゆでる

操作に続いて調味を行 う「おひたし,自和え,ごま和

え」と,煮る操作の 「おでん,筑前煮,ひ じき,おか

ら」を検討 した (図 3)。

①おひたし

摂取群は,居住形態では自宅生 (ρ<0.01),性別

では女子 (ρ<0.01)が有意に高かつた。

利用状況は,自 宅生は男女とも「作る」が約 7割 と

高かつた。下宿生では,男子は中食,女子は内食が多

く,男女で相違が見られた (p<0.05)。 自宅生と下

宿生を比較すると,内食は自宅生 (ρ<0.01),中食

は男子下宿生が有意に高かつた (β<0.01)。

②白和え

摂取群は,自 宅生・下宿生ともに男子より女子の方

が高かつた。自宅生は摂取群が男女とも過半数を越え

(1=tFi)

(自 宅〕

(ドやi)

& /..Y*'e{l: i D r: it r:i{') rr*'( i, 11:6 Erl -r < ft,< ;r a L ti 9\'
この4■力体を食べなιヽ ■この下卜,1を知らない

図 3 調理操作「煮る 。ゆでる」の家庭における利用状況

う:‖:形態や性別椰lの ‖1違は,斑 1立性の検t,およびコルモゴロフ・スミルノフの検1とを
'1い

た
(黎 μく0.05, ■■′,<0,01)

ていたのに対 し,下宿生は 2～ 3割程度であつた。

調理状況について, 自宅生は内食 (41～47%)が中

食 (10～ 17%)よ り高く,下宿生は中食 (16～ 18%)

が内食 (6～ 12%)よ り高く,男 女とも居住形態によ

る相違が見られた (p<0.01)。 「知らないJは,他

と比べて男子自宅生で有意に高かった (p<0。 01)。

これは,男子自宅生がスーパーなどで買い物をする機

会が少なく,こ うした調理済み食品を目にする機会が

少ないこと,料理に対する興味や関心が女子より低い

ことなどから,相違が生じたと考えられる。

「ゆでる+調味する」の操作において,おひたしと

自和えは同様の調理過程を経る。 しかし,おひたしの

調味が醤油 (+だ し)と い う簡単なものであるのに対

し,自 和えでは和え衣の調整,つ まり,豆腐の水切

り・す りつぶ し・調味など,い くつかの調理工程を経

る。食材の調理だけでなく,調味においても一手間が

かかることから,家庭内調理が自宅生においても少な

く,下宿生でさらに減少 したと考えられる。追跡調査

として,自和えを調理 しない者に対 して和え衣の材料

を質問したところ,「分からない」とする者が多く,

実際に調理 しないと食材に関する知識が定着 しないと

いえる。同様に,豆腐の水切 り方法を質問したところ,

「水切 り」とい う言葉は大半が知っていたが,操作手

順を知らない者が多かつた。調理に関する用語を認知

していても具体的操作を理解 しておらず, 日常での調

理に結びつきにくい状況にあることが示唆された。

③ごま和え

ごま和えにおける調理・摂取の動向は,おひたしに

似た傾向を示した。摂取群は,自 宅生は 83-94%,

下宿生は 34-53%(男女間でρ<0.01)で あり,自 宅

生が下宿生より高かった (ρ <0.01).

調理状況は,自 宅生は男女ともに「作る」が顕著に

高く (66～72%),男 女間で有意差は見られなかつた。

下宿生では,男子は「買う」,女子は「作る」が多く,
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相違が見られた (pく 005)。 男子下宿生はおひたし

同様,内食より中食利用が多く,他と相違が見られた。

④おでん

摂取群は,自宅生は男女とも 100%,下宿生は男子

6割,女子 7割で,自 宅生より低かった (pく 001)。

調理状況は, 自宅生では「作る」が男女とも約 8割

で,「買う」は数%であつた。下宿生では「買う」が

男女とも約 4割,「作るJは男子 45%,女子 149%
と低く (ρ<001),摂取群における中食利用が過半

数を越えており,自 宅生と異なつていた (pく 005)。

下宿生で中食禾1用 が多かつた要因として,おでんの

調理性が考えられる。おでんは煮込み料理であり,お
でん種として多様な資材が用いられることが特徴の一

つであるが,一人暮らしで主要な食材を全て用いると

一回では食べ切れず,反対に一回で食べ切るには食材

の種類や量を減らす必要があり,食材が余るなどの問

題が生じる。一方,コ ンビニエンスストア (以 下,コ

ンビニと記す)などでは,好みに応 じた食材や量を安

価に購入できるため,一人暮らしの下宿生における中

食利用増大の一因と考えられる。コンビニのおでん販

売開始時期は 1979年 の ,つまり,調査対象者 (1992

～93年生まれ)が生まれる前からであり,コ ンビニ

でおでんが販売されている状況は彼らにとつて見慣れ

た情景の一つといえる。また,調査地の静岡市ではお

でんは「静岡おでん」と称され,おやつやおかず用に

駄菓子屋などでも販売されている。こうしたことが摂

取割合・中食利用の高さに繋がつたと考えられる。

⑤筑前煮

摂取群は, 自宅生・下宿生ともに女子の方が高く

(自 宅生 :p<01,下宿生 :pく 001),女子自宅生

が最も高かつた。男女とも,自 宅生では摂取群,下宿

生では非摂取群が多く,相違が見られた (p<001)。

調理状況であるが,「作る」については自宅生は男

女とも高かつたが,下宿生では低く (男子 36%,女
子 267%,pく 001),相 違が見られた (p<001)。

中食利用は両者間で差異は見られなかつた。また,下

宿生男子は「知らない」が高かつた (p<001)。

林ら 2)は ,食物栄養学科に所属する女子短大生を

対象に調査を行い,筑前煮はレパートリーにしたい料

理の上位 5位に入つており,その理由として「おふく

ろの味,和食の基本」が挙がり,学生にとつて伝統的

な家庭料理というイメージが強いとしている。その他

の調査 20の においても,筑前煮は代表的な煮物料理

の上位に入つていた。このことから,筑前煮は和食の

煮物料理の基本であり,その調理技能を含めて家庭で

伝承すべき料理の一つと考えられているといえる。一

方,小・中学校の教科書に調理方法が記載されている

にも関わらず (表 1,表 2),本調査において下宿生

であまり調理されていないことや料理名が認知されて

いないことを考えると,食経験の増加,技能の定着と

意欲の向上,および実践が課題として挙げられる。

⑥ひじき

摂取群について,自 宅生は男女とも9割以上,下宿

生は男子 450%,女子 643%で女子の方が高く (pく

001),下宿生男子は他より有意に低かった。

調理状況は,自 宅生は「作る」が 6割,「買う」が

2～3割であつた。中食利用は「煮る 。ゆでる」の中

で男子は最も高く,女子はおからに次いで高かった。

下宿生は,男女とも「作る」より「買う」が高かった

(pく 005)。 居住形態別に比較すると,内食は自宅

生が高く (ρ<001),中食利用は下宿生が自宅生よ

りやや高かつたが,相違はみられなかった。

30代～50代を中心にした調査 2つ では,ょ く買う煮

物 はひ じきの煮物 (197%)と お か らの煮 物

(189%)であり,作る割合は各々352%,50%で
あった。調査方法や調査対象が異なるため,一概には

比較できないが,作る割合は本調査の自宅生の方が高

かつた。山田ら 2● は,母親の食教育に関する調査を

行い,子 ど、に伝えたい料理として,おせち料理に次

いで,内 じゃが,ひじき煮,里芋の煮物などの煮物が

上位に挙がるとしている。本調査対象者の家庭では,

こうした料理を作ることにより料理の継承に貢献して

いると考えられる。一方,下宿生はその調理過程を見

たり体験したり喫食 したりする機会を逸しているため,

こうした機会を増やす工夫が求められる。

②おから

摂取群は,自和え同様に低く,女子自宅生以外は非

摂取群の方が高かった。自宅生では,男子は「煮る .

ゆでる」の料理の中で唯一摂取群が過半数を下回つて

いた。女子は摂取群が 7割であり,男女間で相違が見

られた (pく 005)。 下宿生は自宅生より摂取群が有

意に低かった (pく 001)。

調理状況について,自 宅生では,女子は摂取群の半

数以上が中食であつたのに対し,男子は内食が多かつ

た (p<001)。 下宿生では,家での調理は男子では

ほとんどなく,女子においても低かった (ρく001)。
「作るJは 「煮る・ ゆでるJの中で最も低かつた

(女子下宿生以外)。 これは,作る手間や材料の日持

ちの悪さや入手のしにくさなどから,下宿生のみなら

ず自宅生からも家庭での調理が敬遠されたと考えられ

る。松本 田
'は ,焼き物や煮物はヘルシーで日常よく

食べる,手間のかからない料理として好まれる調理方

法の上位に挙がるとしているが,煮物も調理操作や食

材によつて利用に差が生じるといえる。

女子自宅生の摂取が高かつた理由として,健康志向

によるおからへの注目の高まり い)が考えられる。筒

井
3)は 10代～60代の男女におからの嗜好性を調査

し,肯定的イメージとして,男性は「ヘルシー,栄養

がある,おいしい,懐かしい母の味」,否定的イメー

ジとして「あまりもの,まずい,パサパサしている,
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食べづらい」,女性はこれに加えて「食物繊維,ダイ

エット,料理が難 しい」という意見を挙げていたとし

ている。上述したように,食材の入手など家庭におけ

る調理について煩雑 さを感 じていても,健康によいと

いった理由から,中食を利用 して摂取 していると思わ

れる。また,農水省調査
3"で

総菜を利用する理由に

「簡単」 「いろいろなものを少 しずつ食べられる」が

挙がつてお り,女子自宅生の食行動はこうした中食の

特性を利用したものといえる。

③まとめ

「煮る・ゆでる」において,自 宅生については,摂

取群における家庭内調理の割合が過半数を越えていた

(女子のおからを除く)。 下宿生では,男子は全ての

料理について中食利用が過半数を越えており,自 ら調

理する者の割合が低かつた。女子は,簡単な調理操作

については調理する者が多かったが,①調味などに手

間がかかる (白 和え),②調理時間が長い (お でん),

③用いる食材が多い (お でん,筑前煮),④食材に下

処理が必要 (ひ じき),⑤食材の入手や保存が難しい

(お から)な どの場合,中食を利用する割合が増える

と考えられる。これは程度の差はあるが,自 宅生でも

同様であり,主 となる調理操作自体は簡単でも他の調

理操作が加わると喫食や家での調理が減少するなど,

簡単な調理がより好まれる傾向にあるといえる。

3)炒める (きんぴらごぼう)

摂取群は,自 宅生は男女とも9割を越えており (図

4),下宿生より有意に高かつた (ρ<0.01)。 下宿生

は男子 5割,女子 7割 と女子が高かつた (ρ <0.01)。

調理状況について,自 宅生は男女とも「作る」が多

く (64～69%),「たまに買うが作る」と合わせると

家庭内調理は 80%以上であつた。下宿生では,男 了

は中食,女子は内食が多かった (p<0.05)。

炒める、という調理操作は,簡単・短時間調理という

特徴を持つ。小学校では「炒める」を利用 した調理例

として,き んぴらが様々な領域で扱われているが (表

1),下宿生,特に男子は自分で調理 しておらず,実

践に結びついていないといえる。特有の切 り方 (さ さ

がき)やあく抜きなどの下処理の手間にカロえて,泥の

始末や販売量の多さなど,一人暮らしにとつての利便

性の悪さがその理由と考えられる。

4)焼 く (焼き鳥)

摂取群は,男子が女子より高く (自 宅生 p<0.05),

自宅生が下宿生より有意に高かつた (男 子 :ρ <0.01,

女子 :ρ<0.05)(図 4)。 中食の利用比率は 自宅

生 。下宿生とも高かつた。

消費者の個別中食品目の購入動向を総務省統計局

「家計調査」でみると,BSEな どの影響から「やきと

り」の増加率は堅調な推移が報告されてお り 33),居

住形態・性別に関わらず,中食利用が多いといえる。

5)揚げる

①コロッケ

摂取群は,自 宅生ではほぼ 100%,下宿生では80%

を越えており (女子ρ<0.01),各居住群の男女間に

有意差は見られなかつた (図 5)。

調理状況について,自 宅生女子は「作る」が低く

(6.4%),揚 げ物の中で最も低かつた。男子は内食 ,

女子は中食による利用が多かった (ρ<0.05)。 下宿

生は 「買 う」が多く,男 子の方が高かつた (ρ <

0.01)。 他の料理においては,女子は下宿生より自宅

生の方が「作る」が高かつたが,本料理は両者で相違

がなく,いずれも中食を主たる利用方法としていた。

②唐揚げ

摂取群は,自 宅生はほぼ 100%)下宿生は 80%以上

で,各々男女間で差異はなかった (図 5)。 下宿生は,

主菜の中で摂取群が最も高かつた。

調理状況について,｀自宅生は内食 7～8割 ,中食 2
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～3割であつた。下宿生は中食が過半数を越えてお り

(ρ<0.1),内食 と中食の利用について居住形態によ

る相違が見られた。

藤井
躍)は ,利用の多い中食メニューとして,肉類

ではから揚げ,魚類ではフライ,芋類ではコロッケ ,

野菜類ではサラダ等を挙げている。本調査の結果,下

宿生ではコロッケや唐揚げの中食利用が 6～ 7割を占

めてお り,これ ら料理の摂取手段として中食が主流と

なつているといえる。また,藤井
30は,学生は調理

の手抜きや省力化に対する抵抗感が少ないとしている。

揚げ物のように調理の準備 と片付けに時間の要する料

理に関しては,今後も中食利用の増加が予想される。

調理時間や調理環境の制約もあるが,便利さを過度に

追求 して調理技能の衰退や食生活への無関心に繋がら

ないよう,適切な食教育を行 う必要がある。

③天ぶら

摂取群は, 自宅生では男女とも 100%で あつた (図

5)。 下宿生は男子 55。 9%,女子 67.3%(ρ <0.1)と
,

他の場げ物に比べて摂取群が低かつた。

調理状況について,自 宅生は家庭内調理が男女とも

8割を越えていた。他の揚げ物では「作る」は男子の

方が高かつたが,天ぷらは女子の方が高かつた (男子

34.5%,女子 48.9%)。 「買 う」は,他の場げ物で

は約 3～ 6割であつたのに対 し,天ぶらでは 1～ 2害」と

低かつた。下宿生では 「買う」が約半数を占めた。

天ぶ らは, 自宅生では中食利用が少なく,下宿生で

は摂取自体が少なかつた。その理由として,他の揚げ

物と比べて,天ぶらは冷めた時や温め直 した際,衣の

食感が悪くなること,それに付随して揚げたてを供す

ることが望ましいなど,食べるタイミングの配慮が他

の揚げ物より求められることが挙げられる。また,コ

ロッケや唐揚げなどは食材が 1種類と少ないのに対 し,

天ぶらは数種類の食材を組み合せる場合が多く,食材

の準備のみならず食材に応 じた揚げ方が必要である。

こうした点が自宅生,特に女子で好まれる理由であり,

下宿生で敬遠 される理由と考えられる。

④まとめ

中食の購入頻度について,惣菜では揚げ物が多いと

されている
3う

。揚げ物は,加熱調理操作のうち,最

も短時間で調理の目的を達することができる。一方で,

調理前には多量の揚げ油の用意・衣や調味料の調整

(唐揚げの下味・天つゆ),調理後には揚げ油の処理 ,
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調理過程においては食材の種類や揚げ方に応 じた温度

管理と時間管理が必要である。さらに,油 はねによる

調理場の汚れやケガなどの理由から,下宿生について

は,本調理操作は敬遠 される傾向にあるといえる。こ

れは自宅生においても同様であり,中食利用が他の調

理操作に比べて多かつたと考えられる (天ぶら以外)。

また,コ ロッケ,唐揚げなどはスーパーなどで安価で

販売されており,必要量だけ選べるなど,利便性が高

いことも中食利用が多い理由と考えられる。

6)炊 く (米料理 )

①巻き寿司

摂取群は,自 宅生は 8-9割 と高かつたが,下宿生

は約半数であつた (ρ <0.01,図 6)。

調理状況について, 自宅生は内食と中食がほぼ同程

度,下宿生は中食が多かった。家庭内調理は自宅生の

方が高かつたが (ρ<0.01),中食は自宅生と下宿生

間に相違は見られなかつた。

②にぎり寿司

摂取群は,自 宅生では男女ともほぼ 100%,下宿生

では男子 55。 9%,女子 65。 3%であり,男女とも自宅

生より下宿生の方が低かつた (ρ<0.01)(図 6)。

調理状況について,自 宅生は中食が 7～8割 と多く,

他の米料理に比べて家庭内調理の割合が低かつた。下

宿生においても中食が多く,内食は数%と 少なかった。

居住形態で比較すると,摂取に関する全項目について

自宅生が高く (ρ<0.01),下宿生と相違が見られた。

③ちらし寿司

摂取群は,自 宅生は男女とも 90%以上であった

(図 6)。 下宿生は男女 とも自宅生より低 く (ρ <

0.01),男 子は女子より有意に低かつた (ρ<0.05)。

調理状況について,自 宅生では男女とも「作る」力`

6割を越えてお り,家庭内調理は他の米料理より有意

に高く,中食が低かつた。下宿生では,男子は中食 ,

女子は内食が多かった。内食は自宅生の方が高かつた

(ρ <0.01)。

④まとめ

総務省の家計調査では,調理食品の中に占める主食

的調理食品の比率が 1963年には 1割未満であつたが,

1997年 には 36.9%に 拡大している
3の

。藤井
3→ は ,

中食の購入頻度は,主食類ではすし,おにぎり,弁当

の順で多かつたとしており,中食における主食類の利

用増大が指摘されている。一方,上記調査は購入頻度

47

ちらし寿司



村上陽子

り,(:b:ι :

にぎり 男1(ド脩)

寿司  女子 (自 宅)

女子 (ド イ;)

ガ r・ (自宅,

刺身
 1:I111

夕■ (ド4)

"|・

〈「 1.`'

コロッヶ
男子 (「宿

'久
`(F:宅

)

女子 (F宿 )

騨子 (贅
′
じ〕

焼を島夕:篇葛

麟lII豊 ;‖ [ヒl権犠 llJ鯖嚢鋪藤
については検討 しているが,対象料理の日常の摂取状

況・調理状況や摂取全体に占める中食利用は検討 され

ていない。本調査でこれ らを検討 した結果,購入頻度

が高いとされる寿司であつても,その種類により家庭

での摂取状況や調理状況が異なり,居住形態によつて

も影響を受けることが明らかとなつた。

(3)中食利用の多い料理の供 し方

(2)において,居住形態に関わらず 「購入 して食

べることが多い」料理 (に ぎり寿司,刺身,コ ロッケ,

焼き鳥)について,食べる際に食器に移 し変えるか ,

パ ックのままかを検討 した。 (図 7)。 調査対象は

「買つて食べることが多い」と答えた者 とした。

にぎり寿司は,居住形態・性別に限らず約 8割以上

が「パックのまま食べる」としており,他の料理 と比

べて高かつた。

刺身は,女子自宅生以外は過半数が「パツクのまま

食べる」としていた。男女別では男子 (ρ <0。 1),居

住形態 としては下宿生が高かつた (女子 :ρ<0.05)。

コロッケは自宅生と下宿生で異なり,自 宅生は約 2

割が 「パ ックのまま食べる」で,下宿生より低かつた

(ρ <0.05)。 自宅生は家族がいるため,食べる時に

は個々に皿に移 して食べると考えられる。一方,下宿

生は家族がおらず,皿に移すと食器を洗 う手間がかか

るなどの理由から,パ ックのまま食べる者が多かった

と思われる。この傾向は男子下宿生で顕著であつた。

焼き鳥は,コ ロツケと同様の傾向が見られた。 「パ

ックのまま食べる」は自宅生は約 2～3害J,下宿生は

4～6割で,下宿生の方が高かつた (ρ<0.05)。

調査した料理は,調理操作 (主の操作)が家庭で行

われていないものであるが,パ ツクのまま食べる割合

が高く,仕上げの操作である盛 り付けに対しても配慮

がされていなかつた。 日本料理の特徴の一つとして,

盛 り付けにおける見た目の美 しさ (盛 り付け方,料理

に応 じた皿の選択,皿に占める料理の面積比,色のバ

ランス)が挙げられるが,上記の結果は調理文化,す

なわち食文化崩壊の一端を示すものといえる。一方 ,

女子自宅生は他の性別・居住形態に比べてパ ックのま

ま食す割合が低かつたことから,食卓環境に対する関

心が高いといえる。中食には利便性もあるが,調理技

能をはじめとする調理文化継承の危機,食への無関心

など,従来の食生活を大きく変容させるものでもある。

これらを念頭に置きながら,利用を考える必要がある。

(4)調理操作と家庭内調理

(2)で明らかになつたように,各調理操作につい

て,摂取群や家庭内調理の割合は実家生の方が下宿生

より多かった。その要因として,①時間的制約,②環

境的制約,③知識・技能の欠如,④嗜好性が考えられ

る。そこで,こ れ らについて調査 した。 ここでは ,

「ゆでる」のおひたしについて述べる。

先述 したように,「ゆでる」とい う調理操作自体は

簡単であるにも関わらず,「作らない」 「食べない」

とした下宿生が多かった。まず,嗜好性,すなわち,

「おひたしが嫌い」とい うことを理由に挙げる者はい

なかつた。下宿生の多くは,調理全般に対 して「あま

り時間をかけたくない」と答えてお り,おひたしを作

る際に湯を沸かすことが手間であり,これを時間の浪

費と感 じている者がいた。また,おひた しは主菜とは

ならないため,満腹感を得たり栄養バランスをとつた

りするには別に料理を作る必要があるため,結果とし

て 「作らない」といつた意見も見られた。 さらに ,

「下宿の加熱器具が電磁調理器であるため,湯を沸か

すのに時間がかかる」「ガスコンロが 1口 しかなく,

他の料理ができない」など調理環境 (広 さや機能性 ,

加熱調理器具)を理由に挙げる者もいた。また,「作

り方が分からない」 「上手に作れない」 「適切なゆで

加減ができない」といつた,調理に関する知識や技能

(こ つ)の習得に起因する場合もあつた。

これについて,後 日,「青菜をゆでる」操作を履修

した時期,お よび操作手順 (使用する道具,鍋の大き

さと水量,青菜を入れる部位,入れる際の目安,取 り

出す際の目安,取 り出した後の処理,ゆでる際のポイ

ン ト)について調査した。図 8は履修状況を示すが,

90%以上がいずれかの校種で学習 したと回答 している。

しかし,全てを正 しく回答できた者は皆無であつた

(表 3,図 9)。 「ゆでる」とい う操作は調理の基

礎・基本 として小・中学校での必修事項
Ю)n)であり,

教科書でも詳細に記載されているが (表 1,表 2),

これらの知識や技能は十分に定着 してお らず,生活に

おける実践に結びついていないといえる。

(5)大学生における食育の必要性

日常の食事について,自 分で調理する割合は下宿生

よりも自宅生の方が少なかつた (図 1)。 自宅生は,

↓

イ

■

■
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表 3 青菜のゆで方に関する知識
(■)

‐
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図 8 青菓のゆ で方に対す る履修 時期 J[答 衆
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図 9 青菜のゆで方に関する賞間の正答率
を

'1い

た。
″業のゆで方に出IJ・ る質問 711qに 対するJi'ド書iを 示■■

家人が調理する様子を観察 したりこつを聞いたりする

ことが出来るという利点を持つが,実際にはほとんど

調理に携わつてなかった。反対に,下宿生は自ら調理

する状況に置かれているが,調理の手間や調理環境 ,

知識や技能不足などにより簡単な料理に限られていた

(図 2～図 6)。 その傾向は男子下宿生で顕著であり,

調査 したほぼ全ての料理について中食による摂取が多

かった。つまり,実態として自宅生は家族,下宿生は

外部に調理を委ねてお り,知識・技術の習得と実践の

機会の増加が必要であるといえる。

その理由として,調理操作は経験を伴 う技術習得の

必要があるものが多く 2), 日常での料理の経験が不

可欠であることが挙げられる。柳沢 36)は ,学生の献

立作成能力には主食+1汁 2～3菜の料理構成パター

ンがあり,その内容として実際に自分で作ることがで

きる料理,ま たは過去に作つたことのある料理が選択

されていたとしている。献立作成能力に「料理の知

識」や 「自分の作ることのできる料理」が重要な要素

である一方で,現在の学生は「食べることのできる」

料理は多いが,自 分が「作ることができる」料理は限

られているとも指摘 している。このことは,調理能力

の低下は日々の食事づくりの要である献立作成能力の

低下に繋がることを示 してお り,教員としてのみなら

ず,生活者 としての生活能力の低下を示唆するもので

ある。こうした食に対する能力を多面的・多角的に身

につけるためには,知 らない調理技能や難 しい調理技

能にも挑戦 しようとする意欲が必要であるといえる。

また,加来 17)は ,食を支える家事労働を家族や中

食・外食など第二者に依存することは,その能力の育

成を放棄することと危惧 している。本調査対象者が,

子どもの生活のあり方を担 う教員を目指すとい うこと

を鑑みると,食に関する基本的な生活技術の低下を安

易に看過することはできないといえる。

(6)調理操作の科学的根拠の追究 した食の学習

調理操作に関する知識や技能が定着 していない理由

として,家庭教育と学校教育に課題があると考えられ

る。学校教育における調理実習の問題点として,村田
37)は

以下のように指摘 している。すなわち,調理実

習の一般的学習を,①知識 として材料の性質とそれに

応 じた手法や調理法の伝達,②予備知識,理解を前提

とした調理作業,③試食,④反省,⑤家庭での復習

使用する道具

鍋の大きさと水量

青菜の入れる部位

青菜を入れ る目安

青菜を取 り出す目安

取 り出 した後の処理

ゆでる際のポイン ト

8.5    11.1

9.9   111

39.4   63_0

11.3   14.8

83.1     77.8

113    00

(実践)と 5段階に分けた場合,①の段階で詳細に与

えられた知識や作業を順調に進行させようとする配慮

は,②の段階で教師と生徒と教材との相互の緊張感を

弛緩させ,生徒は疑間を抱くこともなく,安易に作業

を進めてしまう。③④での完結により認識の系統的発

展や問題意識の発展を途絶してしまう懸念が生じる。

教授学的な意義を持つためには,③④で完結すること

なく,そ こから認識が形成される理論学習として発展

的に組織されなければならないと述べている。

本研究において,大学生は調理操作のみならずその

理由を理解 していないことが示唆された (表 3)。 そ

こで,「青菜をゆでる」を例 として,調理操作の科学

的根拠を意識 した調理実習を行 うこととした。調理実

習に先立ち,操作手順を確認するだけでなく,個 々の

操作を行 う理由を調べる活動を行つた。たとえば,な
ぜゆでる際に鍋のフタをしないのか,なぜ塩を入れる

のか,なぜ取り出した後にす ぐに冷却するのかなどで

あり,学習形態は個人および班活動とした。

その結果,操作手順の理由を追求することにより,

操作の意味を把握 し,そ の合理性に納得する様子が観

察された。さらに,操作の手順とその意味を関連づけ

て理解できたことにより,実際に調理操作を行つた際

にも全員が手際よく行えるようになつた。学習後は

「今までの自分の調理操作は間違つていた」 「これま

で学んで来た家庭科では『 なぜ』 と考えることがなか

つた」「調理操作に理由があったことに驚いた」 「今

まで操作の意味も考えず ,適 当に調理 していた」

「 (小 中高で経験 してきた)ただ作つて食べるとい う

のは,調理実習ではない」という意見が多く見られ ,

操作と科学的根拠を関連づけて学ぶことの意義を実感

していた。さらに,教員になった際,子 どもに操作を

教えるだけでは伝えたい知識や技術は身につかないこ

と,常にその意味を問うことが重要であると認識する

様子が見られた。また,子 どもに食指導を行 うに際 し,

現在の自身の力は知識面・技術面・思考面いずれにお

いても不足しており,大学で身につけるべき力を具体

的に考え,生活の中で実践していこうとする姿勢が見

られた。

このことから,食に関する知識 と技能を身につける

には,その科学性や意味を問 う姿勢を身につけるとと

もに追究することが必要であるといえる。家庭におい

ても学校現場においても,調理に関する技術が方法の

質問項目              尋轟異ξ
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みの習得に終らず,それに関連させて多面的・多角的

に思考力を育て科学的認識を高める学習が求められる

といえる。

調理技術は調理操作の繰り返しにより定着するもの

であり,調理の知識や技能は家族から教わつたり学校

で学んだりして後の世代に継承していくものである。

一方で,家庭における食文化伝承力の衰退により,子

どもの生活能力は低下し,学校における教育への負担

が増大している。子どもの食に関する能力の習得や食

文化継承のために,教員を目指す学生においては,①

自身の食のあり方の見直し,②食に関する知識・技能

の習得とそれに対する意欲向上, ③調理操作と科学

的根拠を関連づけた学び,④日常における実践を果た

せるよう,家庭や学校教育において積極的に働きかけ

ていく必要がある。今後は本研究で得られた結果を用

いて,今後の食育指導につなげていく予定である。

4 要約

本研究では,大学生について食に関する実態を調査

した。朝食欠食は下宿生で多く,規貝1的 な食習慣の形

成が必要であること,男子では調理頻度が低く, 日々

の実践が必要であることが示唆された。また,調理操

作は居住形態や性別の違いにより,家庭での利用状況

が異なつていた。各調理操作の家庭における利用は,

下宿生より自宅生が多かつた。一方,下宿生は家での

調理が少なく,中食利用が自宅生より高かつた。この

傾向は,女子より男子の方が顕著であつた。中食利用

が多い料理について,食卓への供し方を検討した結果,

居住形態では下宿生,性別では男子について,「パッ

クのまま食す」という割合が高かつた。

本研究は平成 23年度静岡ガス株式会社の助成金に

よる。本研究の調査にご協力いただきました静岡大学

教育学部学生の皆様に深謝いたします。
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